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ＴＣＳ第４０回定期演奏会を祝ってＴＣＳ第４０回定期演奏会を祝って

　１９８４年２月、当時開店休業状態だったＴＰＳ（東京フィルハーモニックソサイアティ－）の有志が

横浜中華街で石丸親方の誕生日を祝った。閉会後オヤカタが「八木ちゃん、またコーラスをはじめた

いんだがどうだろう。」ともちかけてきた。勿論、否やのあろう筈はない。今日のＴＣＳ活動のはじめで

ある。早速、当時親方の住居兼事務所の東横線代官山駅近くのマンションで初会合をもった。議論

百出の結果、東京コンサートシンガーズ（ＴＣＳ）に名称が決定、目指すジャンルはバッハからジャズ

までとこれまた欲深い。合唱団として正式に発足したのはこの年の５月１日、様々なバリアーを乗り

越えて練習場として高田馬場駅近くのシロアム教会が与えられたのは有難かった。記念すべき第１回

の定期演奏会はこの年の１０月２０日、竣工間もない学習院記念ホールに於けるロシア正教歌集、

その他の曲目で行われた。

　アマチュアといえども演奏活動を活発に行わなければ存在意味がないという親方の方針で、次々と

演奏会が行われたが、４年後の１９８８年１月のサントリーホールに於けるコールフェラインとの特別

演奏会には、開催すら危ぶまれる事態に遭遇した。ゲネプロの前日に親方が高熱を発して倒れたの

だ。荏原の自宅で病臥している親方に「急遽荒谷先生に代わって頂けるように連絡します。」と告げる

と「駄目だ。」と鋭い声で叱責された。しばし押し問答を繰り返したが、ラチが開かず夫人に後を託して

引き返さざるを得なかった。演奏会当日は熱っぽい上気した顔だったが、我々のフォーレの後は長時

間のベルリオーズ「幻想」を振らねばならない。私はベースのマッちゃんこと松本氏と、親方が倒れた

ら直ぐかけつけるように舞台下の最前列で待機していた。最後まで振り終わり成功裡に終わった。この

特別演奏会の石丸親方のプロ根性に大きな感動を受けたことは言うまでもない。

　ＴＣＳの益々の発展を祈念いたします。

ＴＣＳ初代団長　八木　功

ごあいさつごあいさつ

　本日はご来場いただき、誠に有難うございます。

　私たち東京コンサートシンガーズ（ＴＣＳ）は故石丸 寛先生によって創設された合唱団です。これまで

多くの方々に支えられ、第４０回定期演奏会を迎えることができましたことを心より感謝申し上げます。

今年は現在の指導者、富澤 裕先生をお迎えし１５年目となります。熱心なご指導のもと、より美しい

ハーモニーを目指し、少しでも向上していけるよう週一回の練習に励んでおります。

　今回は第４０回を記念し、石丸先生編曲の６曲を選びプログラムの第３部で演奏させていただきます。

そして第１部、第３部にはTCSゆかりの素晴らしいソリストをお迎えしております。今日のこの佳き日に

皆様方と共に楽しい時間を過ごすことが出来ましたら幸いです。

　今後ともご支援のほど、どうぞ宜しくお願い申し上げます。

東京コンサートシンガーズ団長 鈴木美樹

石丸 寛と東京コンサートシンガーズ石丸 寛と東京コンサートシンガーズ

　団長の挨拶にもありますように、今回第４０回目の定期演奏会を

開くことになりました東京コンサートシンガーズは１９８４年５月１日に、

指揮者であり作曲家でもあり、またタレントとしても活躍されていた

石丸 寛先生によって設立されました。当時、音楽仲間として石丸

先生と親交の深かったアルト歌手の大坪美紀江さんに声を掛け、

武蔵野音楽大学出身者が中心となり、プロ、アマ４７名の団員で

ＴＣＳは誕生しました。石丸先生のこの合唱団に対するコンセプト

は、バッハからジャズまで幅広い音楽を楽しみ研究してゆくというこ

とでした。第１回定期演奏会は１９８４年１０月２０日に学習院記念

ホールで行われました。曲目はコダーイの「マトラの風景」、ロシア

正教歌集、石丸寛編曲・中山知子訳詩による器楽名曲集などでした。１９８５年８月３日、「CHORUS in 

SUMMERTIME」と題する特別演奏会にソリストとしてポピュラー・シンガーの伊東ゆかりさんを迎え、

石丸先生のもうひとつの目的であったジャズコンサートを開きました。その後、北川博夫・知子夫妻

（本日ソロを歌っていただくバス・バリトン北川辰彦さんのご両親）、下村郁哉、伊佐地邦治（没）、柿沼 

恵（没）、中田暁実、木場千鶴子などの声楽家を迎え、約６０名の団員に発展し、モーツアルト、ヴェル

ディ、フォーレの３大レクイエムをはじめ、多くの大曲に取り組んできました。しかし、創立１０年後に

石丸先生はＴＣＳの指揮者を辞任し後輩に託され、１９９８年大腸がんのため７６歳で惜しまれつつ

生涯を閉じました。残念ながら石丸先生を慕って集まったメンバーの大半は団を去り、ＴＣＳは存亡の

危機を迎えました。その後何人かの指揮者を迎えましたが長く続かず、苦難の時を刻みましたが、

２００３年に富澤裕先生を指揮者に迎え、わが国初演になるスッペの「レクイエム」など隠れた名曲を

多く取り上げ、今日まで新しい合唱団として歌い続けて参りました。

ＴＣＳ団員バス　山里　亘


